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吉野川河口域周辺におけるシオマネキとハクセンシオマネキの分布
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Abstract From 1994 to 1996, we investigated the spatial distribution of two species of
fiddler crabs, Uca arcuata and U. lactea, in the Yoshino River Estuary and vicinities.
These species are categorized as "Rare" in the "Endangered Species of Japan (Red Data

Book)" (Environment Agency of Japan ,1991). The both species were distributed over a

wide area; 1-7.5 km upsffeam from the rivermouth in U. lactea and 1-10.5 km in U.

arcuata, in association with reed marsh. We reported here the density of active individuals

of two species per 1 m' in their habitats. A1so, within Tokushima Prefecture, we confirmed

the occur:rence ofthe both species in the Katsuura River and the Naka River, and that of U.

orcuota in the Sonose River.

はじめに

スナガニ科のカニであるシオマネキυ
`α
 α7‐ c″α′α (Fig l)や ハ クセンシオマネキ

び ′αcrια (Fig 2)が生′口、できる干潟や河日域の泥砂地は, 日本各地で埋め立てや改修工

事が施されたため,生息場所は激減 してきた。シオマネキは三重県・和歌山県・徳島県・

香川県・福岡県・宮崎県 t本城川河口

'及

び有明海周辺と沖縄本島しか記録がなく,現在
まとまった個体群サイズが維持されているのは徳島県吉野川河口,有明海治岸と宮崎県本

城川河日ぐらいしかないとされている (和 田|ま か1996).ハ クセンシオマネキは,紀伊半

島以西鹿児島まで分布し, シオマネキに比べると記録されている地域は多いが,その記録
はコメッキガニやテゴガニなどの他のスナガニ類に比べて多くはない (和田ほか1996).

また,環境庁編 (1991)の 「日本の絶減のおそれのある野生生物 (レ ッドデータブック)J
の中では,両種とも希少種として扱われている.
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徳島県周辺でのシオマネキについては,江戸時代の「阿淡産志J(1816～ )の 中で博物

画と共に報告されたのが最初である。また,酒井ほか (1987)は ,古野川河日域およびそ

の汽水域から,貝類 16種類 とシオマネキやハクセンシオマネキなど20種類のカニ類を採

集し報告している。中野ほか ,1997)は ,吉野川の住吉干潟におけるシオマネキを含むス

ナガニ科のカニ類の分布と底質との関連を調べて報告 しているが,我々は,調査域を広げ ,

吉野川河口域とその周辺の河口域も含めて, シオマネキとハクセンシオマネキ2種の分布

が空間的にどのような広が りを持ち, どのような生息密度で存在しているのかを調べた

まとまった個体群が維持されている全国的にも貴重なシオマネキの生虐、地である吉野川河

日域における分布の現状と古野川以外の河口域での生′自、の情報を記録しておくことは,十

潟を含めた河国環境についての今後の生態学的な研究の基礎データになると考えられるの

で, ここに報告する。

調査地

調査地は徳島県内の吉野川,国瀬川,勝浦川,那賀川の4つ の河日域である.徳島県の

河川は四国山地の北側の吉野川と南側の那賀川が代表的な河川で,と もに1級河川である.

また古野川と2級河川である勝浦川は,徳島の市街地を挟んでおり,こ れらは,いずれも

紀伊水道に注いでいる.吉野川は,四国の中央部,高知県上佐郡瓶ヶ森 {標高1897m)に

発し,徳島県内をほぼ東流して徳島市で紀伊水道に注ぐ延長 198km,流域面積3750km]の

「PЧ国三郎Jと 呼ばれる日本有数の大河川である。園瀬川は,名束郡佐那河内村の旭ヶメL

に発して,徳島市南部で新日」川に注ぐ延長25 5km,流域面積67 0km2の河川で,新町川を

介して古野川本流とつながり,T^切 山川を介して勝浦川河口域とつながっている.勝浦川

は,勝浦J`「勝町実J山地の雲早山東方と高丸山を水源とし,延長49 6km,流域面積

224 0kmlで ある.那賀川は,徳島県那賀洲∫の剣山 (標高1955m)に発し,曲折しながらほ

ぼ東流して紀伊水道に注ぐ,吉野川に続く県内第2の長流.幹川流路延長 125 0km,流域

面積781km2でぁる (竹内,19861.

Fig. 1. Uca.cLrcuatcL Fig. 2. Ucd lrctecL

-70-



吉野川河日のシオマネキとハクセンシオマネキの分布

調査日と調査範囲

吉野川河口域におけるシオマネキとハクセンシオマネキの分布調査は,毎年その Hl・l杢範

囲を広げて実施 した。1994年 には,3回 16/H・ 10/23・ 10/29)行い,右岸・住吉干潟周

辺と左岸・JR鉄橋周辺および吉野川橋四国大学前を主に調査した.1995年 は,5月 15日 か

らlo月 8日 の期間に14回 (5/15・ 5/26・ 6/10・ 6/H・ 6/17.6/21・ 6/25・ 7/30・ 9/4・ 9/6・

9/9・ 9/14・ 9/26・ 10/8)行 い,右岸は吉野川大橋と住吉千潟までの範囲を調査し,左岸は

JR鉄橋周辺から吉野川人橋までの範囲を実施 した。1996年 は,5月 28日 から10月 27日 の

期間に計36同 (5/28～ 29・ 5/31・ 6/2・ 6/5・ 6/8ヽ 9・ 6/10・ 6/19・ 6/22ヽ 23・ 6/30・ 7/10

～ 14・ 7/28・ 8/2ヽ 3・ 8/8ヽ 9・ 8/11ヽ 13・ 8/26～ 27・ 9/1～ 3・ 9/7・ 9/10～ 11・ 9/14・

10/26ヽ 27)行い,JR鉄橋から河口までの範囲を調査 した。また,左岸の名田lin l・l辺の調

査を行ったが,JR鉄橋から上流の調査は今後進める予定である。

勝浦川河「1に おける調査は,1994年 6月 12日 に右岸・勝浦浜橋周辺の十潟とノli岸の河川

敷を行い,1995年 の4回 17/11・ 7/30・ 8/16・ 9/10)と ,1996年 9月 29日 には,右岸・勝浦

浜橋周辺干潟を調査 した。那賀川河日は,左岸・那賀川大橋下流周辺の調査を1995年 9月

13日 と1996年 には3同 (8/11・ 8/17・ 9/12)イ子った .

園瀬川については,1996年 5月 31日 に法花大橋周辺を調査した.

筆者らと共に主に調査を行つたメンバーは,以 下の通りである.

今出宗孝,山 内美登利,和田賢次,徳永英l_・ l,鈴木マギー,新居正利,花岡裕明,東條

秀徳,1,賀公一,井内美砂,池田良一,前田重+,樋口緑

調査方法

調査時亥」は,昼間の最十111の 前後,それぞれ2時間以内に設けた。調査範囲の十潟に3
～5m間隔で観察地点を設け,各地点で5ヽ 10分問地上活動中の大型個体を観察し,シ オ

マネキとハクセンシオマネキの生連、場所を,地図上に記録した.ま た,各地点の底質につ

いても,表層の外観から,砂質,泥質に分け記録した.密度調査は,各地点でlm× lmの

コドラートをランダムに2ヽ 42個設置し,地上活動個体数を数えた。コドラートが設置で

きない岸から離れた地点や,ヒ トが入れない場所は,約 lm× lmの 大きさを想定して,個

体数を数えた。調査は,シ オマネキとハクセンシオマネキの種が判別できるサイズのもの

を対象とし,離れた場所の観察は,必ず双眼鏡で確認した。調査中,天候は,ほ とんどく

もり時々晴であつた。

結果

1吉野川河口域における生息分布

Figurc 3に 吉野川河日域におけるシオマネキとハクセンシオマネキの生虐、地を3年 間の

調査結果をもとに示した。また,Fig 4に は,両種について比較的高い密度であった生′自、

地を示し,以下にそれぞれの生壇、地の概況や生虐、密度,両種の生迎、の状況を1996年の調

査結果に基づいて述べる.



井口利枝子 田島正子 和田恵次

Fig. -3. Occurrence of Uca u't:uutu (ctrcle) and U.d lnclaa (triansle) in the Yoshino Rir.er Esturrl, in thc pcnLr.i rr
I 994 to 1996.

生息地 -1

左岸 板野郡藍住日J徳命 名田橋周辺
河日から10 5km遡 った地点に架かる名田橋下の小規模の泥十潟である。 )」 川言tう 逗貴

公園からシジミの漁場の洲までにヨシ原が広がっており,澪筋の泥地にシオマネキが三壱

しているのが観察された.底質はやや固めの泥質で, シオマネキの巣穴の入りllが筒‖it,I

なっているものが多かった。他にアシハラガニが見られた。

生息地 -2

芹岸 徳鳥市応神田J中原 (七軒原)JR鉄橋周辺 (Fig 5'.
河口から7 5km遡 った地点.感潮域で軟泥質の干潟が形成されている.本流信1に |ま 高 ‐

洲が在り, ヨシが生え,シ オマネキが牛息していた 1lm]当 りの平均活動値(11数 と標準 ||

差 :136± 050,N=11).ま た,ヤ マ トオサガニや,ア シハラガニも多く見られた。||つ

上流寄りの底質が砂または砂泥の所にはハクセンシオマネキが生層、していた 1160± 089.

N=5).

マリンターミカレ

Fig. 4. Zoning of occurrelce sites of fidcllcr crabs in the Yoshino River Estuarr,
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生息地 -3

左岸 徳島市応神町古川 (Fig 6).
河日から55 km遡った地点。ワンドになっており,澪筋沿いの泥質の所には, ヨシが生

え,シ オマネキが見られた (165± 093,N=17).本 流から離れた所に潮溜まり池が2ケ

所あり,周辺は泥質の小規模の干潟が形成されている。そこには,背丈の高いヨシ原が広

がつており,シ オマネキが高い密度で生府、していた (441± 197,N=17).ハ クセンシオ
マネキは見られなかったが, トビハゼが多 く見られた.一方,本流傾1に は, ヨシ原を伴う

小さな島があり,シ オマネキは見られなかったが,底質が砂泥質の所にはハクセンシオマ

ネキが生′中、していた (242± 116,N=12).

生息地 -4

左岸 徳島市応神口T古川 古野川橋周辺 (Fig 7).
河口から4 5km遡 つた地点に架かる吉野川橋周辺.橋の ドをくぐる道路と本流側の石積

護岸との間に残されている,長 さ50m,幅 3mの ヨシが生えた泥地にシオマネキが高い密
度で生息していた (452± 172,N=21).ハ クセンシオマネキも数は少ないが生息してい

た (2.0± 082,N=4)。 この場所は,大潮の日でないと冠水 しない高潮帯で,道路の車の

通 りも頻繁である.護岸と道路工事が施された時に残された狭い上の部分がシオマネキの

生虐、場所となっているのはたいへん興味深い .

下流寄 りには,堤防に沿って細長い干潟が形成されており,冬季は青海苔養殖の竿が組

まれる.本流から,川 面より少 し高い程度の低い石堤によって隔てられた,長 さ150m,

幅5mの砂が少 し混じっている泥十潟である。ヨシは生えておらず,底質が泥の所には ,
わずかではあるがシオマネキが生虐、し,砂の所にはハクセンシオマネキが生息 していた

(283± 172, N=6).

一方,吉野川橋の上流側に石積護岸に沿って狭い砂泥の干潟が形成されており,こ こは

シオマネキとハクセンシオマネキの混生域であり,1995年 には両種ともに比較的高い密

度で生虐、していた (シ オマネキ :325± 259,N=16;ハ クセンシオマネキ :400=273,

N=12)が ,1996年 3月 に護岸工事に伴う埋め立てによって消失した。

生息地 -5

右岸 徳島市春日町
河口から7 5km遡 つたJR鉄橋から下流へ 1 5kmの 鮎喰川合流地点までの区域・吉野川本

流側の石積護岸沿いに砂や泥がたまり, ヨシが生え,細長い十潟が形成されている.底質

が砂または砂泥の所にはハクセンシオマネキが生虐、しており,泥砂または泥の所にはシオ
マネキが生′白、していた.個体数は多 くないが,両種が混生している箇所もあった.シ オマ

ネ (144± 073,N=9)は ,ハ クセンシオマネキ (2.41± 110,N=22)に比べて生息場所

や数も少なかった。また,鮎喰川に面 している砂質の所には,上部にはヨシが生え,潮線

近 くの砂地にはハクセンシオマネキが生′自、していた。

生息地 -6

右岸 徳島市北田宮 1丁 目.
河
「
|か ら5km遡 った地点の新町川樋円周辺.護岸が施された場所に狭い砂質の干潟が形
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成され,ハ クセンシオマネキが生息していた (200± 110,N=6).

生息地 -7

右岸 徳島市上古野町 1ヽ 3J^目 (Fig 8).
古野川橋 (河日から4.5km地 点)か ら吉野川大橋 (河日から3km地点)の本流沿いのこ

の場所は,簡単な石積み護岸が施されているが,護岸沿いに泥砂質や砂泥質,砂質の小さ

な干潟が点在している.上部にヨシを有する砂泥質の干潟の方が多 く,ハ クセンシオマネ

キが多数生虐、している場所が多い (363± 196,N=42)。 シオマネキは数は多 くないが ,

ヨシが生えている泥質の所に見られた (191± 094,N=11).ま たチゴガニの高密度個体

群が見られた.古野川大橋下の全長400mの小島は,中央部にヨシが生え,南佃1の泥砂質

には,シ オマネキが多数生息していた (300± 202,N=28).本流傾1は ほとんどジャリ質
であるが,ヨ シ近 くの砂泥質の所にハクセンシオマネキが多数生′自、していた (442± 198,

N=12).

生息地 -8

右岸 徳島市東吉野田Tl～ 3丁 目.
吉野川大橋から (生息地-9)の舟着場までの河川敷運動場沿いに干潮時に泥千潟が出

現する.こ の軟泥質の所には,シ オマネキはほとんど見つからなかったが, ヨシが生えて

いる潮間帯やワンドになった所には,シ オマネキが多数生息していた.小 さな板橋によっ

て陸地とつながっている小島は高潮帯であり,シ オマネキとハクセンシオマネキの両種が ,

底質によって棲み分け,高い密度で生虐、していた (シ オマネキ :358± 232,N=26:ハ

クセンシオマネキ :710± 484,N=10).

生息地 -9

右岸 徳島市住吉4丁 日.
住吉干潟のすぐ上流側に隣接する河川敷運動場沿いのこの場所は,澪部分が軟質の泥地

であり,シ オマネキは高い密度で生虐、していた (350± 190,N=16).ま た, ヨシが生え

ているその間の感潮泥質地にも,シ オマネキが多数見られた。澪部分の泥質の場所にはヤ

マ トオサガニ,底質が粗い場所にはチゴガニも多かった。この領域では,1996年 6月 の調

査において,1地点でハクセンシオマネキの生息を確認した。また,漁用の舟着場があり,
ここは粘土質様の泥質の高潮帯であるが,他の生息地に比べてサイズが大きいシオマネキ

が多数生息していた。砂質の部分には,ハクセンシオマネキも見られた。この場所は,狭
い場所に高い密度で両種が混生していた (シ オマネキ :407± 274,N=15;ハ クセンシ

オマネキ :4.31± 1.84,N=13).

生息地-10

生息地-9の舟着場から約50m離れた,長さ700m幅 60mの 島.島の中央部分にはヨシが

生えており,その中に小さな干潟が点在し,底質が泥の所にはシオマネキが見られ,砂泥

質の所にはハクセンシオマネキが生息していた.島の南償|は ,軟質の泥地であり,シ オマ

ネキが多数生息していた。またトビハゼも多い。数は少ないが,小型のハクセンシオマネ

キが, ヨシ原に近い砂質の所で見られた.ヨ シが繁っている所には大きなアシハラガニが

見られた。一方,吉野川の本流に面した島の北傾1の部分は,波 と風の影響をかなり受けて
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Fig 5 Ncar a JR bridgc,Nakahara(ShiChikcnbara),

0可 in― ChO,Tokushima shi

Fig. 6. Near Yoshino-garva Bridge. Furukau,a, Oujin-
cho. Tokushima-shi.

Fig 7 Ncar Yoshino― gιtwa Bridgc,Fulukawa,Otllin Fig 8 1ヽ 3 choinc,Kttiniyoshino cho,Tokushillla shi
cho.Tokushima― shi

Fig.9. Sumiyoshi Tidal flat. Sunrivoshi-.1-chome. Fig. 10. Onigasu Sancl bar. Kanazau,a-cho. Tokushima
Tokushinra-shi- shi.

おり,底質が砂泥質の所にハクセンシオマネキが生虐、していたが, シオマネキは見られな

かった。

生息地 -11

右岸 徳島市住吉4丁 目 通称住吉干潟と呼ばれる (Fig 9).
この場所は,河日から2km遡 った地点に位置しており,古野川本流からヨシの繁茂と砂

州によって隔てられた長さ560m,幅 160m,面積6 9haの T潟である.千潟の岸傾1は石張護

岸の施された堤防で,上流側は河川敷運動場に接 している。

十潟の上流 1員|は ,長 さ300m,幅 120m,面 積3 6haの広さで,ヨ シ原がよく発達 しており,

その間の泥質地には,高い密度でシオマネキが生虐、しており,その分布は, ヨシが生えて

いるゾーンで平均的に高い密度であつたが,特 に高潮線付近の泥地に多数生虐、していた

(905± 372,N=20).ハ クセンシオマネキは, シオマネキに比べて生息場所は低いゾーン

-75-



井国利枝了・田島正子 和田恵次

であり,数 も多くはなかったが,砂泥質の所にまとまったコロニーが数力所あった。1995

年の調査では,ハ クセンシオマネキのコロニーは3箇所であ り,そ の密度 (土 sD)は
460± 114(N=5)で あった。しかし,1996年 では,コ ロニーが7箇所になり, しかも高

密度であり,中潮帯の底質が砂泥質にあるコロニーは9.58± 316(N=38)と 高かった。ま

た,下流偵1は砂泥地と砂地になっており,コ メツキガニが高密度に生息している。また ,

希少昆虫のルイスハンミョウの生月、を確認 している .

生息地 -12

河口砂州 徳島市金沢田r i三称鬼ケ洲 と呼ばれる (Fig 10).
吉野川河日に位置する広大な砂州で,渡 り鳥の飛来地として国際的にも重要な湿地のひ

とつである。洲の北側と下流側は砂が堆積 しており,夏季にはコアジサシの繁殖地になっ

ている。また,砂地には,ル イスハンミョウが多数生息 している。洲の上流側は, ヨシ原

を伴う砂泥干潟であり,中潮帯の潮線に近い場所から内側のヨシが生えている所まで広い

範囲に渡って,ハ クセンシオマネキが生虐、し,その密度も高い (480± 3.80,N=25).シ

オマネキは, ヨシ原の中の泥質の所で見られたが,そ の数は少なかった (150± 071,

N=2).

2徳島県内の河川におけるシオマネキとハクセンシオマネキの生息について
徳島県内の河川における両種の分布をFig llに 示し,園瀬川,勝浦川,那賀川について

生虐、場所と生息の状況を記す。

園瀬川 徳島市八万町法花
新町川との合流点から,約 3 km入 った地点に架かる法花大橋周辺において,シ オマネ

キの生息を確認できた (248± 211,N=23).園瀬川は,シ オマネキが生壇、している法花

大橋の所で川幅が約50mと 狭い.ワ ンドになっており,ヨ シの生えた泥地で囲まれてい

るので,本流から波や風の影響は少ない.シ オマネキは垂直に近い泥の壁に巣穴を掘り,
生息していた。その東側の砂泥地には,チゴガニが見られた。また,南側のヨシ原が広が

る泥十潟にもシオマネキが多数生息していた.軟泥地にはヤマトオサガニが見られ,道路

に近い所にはアシハラガニが多く見られた.

勝浦川南岸 (イ i岸 )徳島市論口町
この場所は,勝浦川河国に架かる勝浦浜橋から下流へ広がる長さ約500m,幅約300mの

干潟であるが,面積の約 1/3は埋め立てられて河川敷i~4動場として利用されている.干潟

にはヨシ原が発達し,中央部には潟湖がある.感潮泥質部には,シ オマネキが高い密度で

生膚、し,砂泥地にはハクセンシオマネキが混生していた。このヨシ原の中で,全国的に絶

減寸前とされている {和 国ほか,1996)ヒ ロクチカノコが確認された。下流部分の潟湖に

入る水路は,砂利質の河原になっており,カ ワラヨモギなどが生えている.川 の中には,

マメコブシガニやユビナガホンヤドカリがたくさん生息していた。砂質の場所にハクセン

シオマネキが,高い密度で生虐、していた。この場所の1995年の調査密度は,シ オマネキ

が420± 260(N=15),ハ クセンシオマネキが500± 280(N=7)で あつた.ま た,勝浦浜

橋の下流寄りは,内湾になっており,水路の奥が,舟置場として利用されている。この場

所は泥質であり,シ オマネキは多数生息していた (1995年調査のシオマネキ :233± 121,
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Fig ll Occurrcncc of υεα αlc‐″α′α(CirCIC)and υcaた′cr′ク(trianglc)
in Tokushima Prclccturc

N=6)が,ハ クセンシオマネキは見つからなかった.周 りにはヨシなどの植物が生えてお

り,ア シハラガニが多数生息していた。

那賀川左岸 那賀郡那賀川町中島 新那賀川橋下流側
那賀川は古野川河Hよ り約20knl南 に位置する.

那賀川左岸の新那賀川橋周辺の舟着場から約 10km離 れた小島はヨシ原や植物群落を伴

い,汀線近 くの泥質の所にシオマネキが見られた。また下流側の堤防に沿ってヨシ原を伴

った小高い洲が続き,こ の洲と堤防との間に泥質の十潟が形成されており,大型のシオマ

ネキが多数生虐、していた.卜 流寄 りのヨシ原の生え際近 くの砂泥質の所には,広範囲に渡

って,小型のハクセンシオマネキが高密度に生息していた。洲の本流側のヨシ原の砂泥質

の所には,比較的大型のハクセンシオマネキが,数は多 くないが見られた。

考穴

わが国においては,ハ クセンシオマネキに比べてシオマネキの分布は限られており 1和

田ほか,1996),そ の点でシオマネキの生息地は貴重である。しかし,吉野川では,シ オ

マネキは,その個体群の生′自、数も安定しており, しかも,ハ クセンシオマネキと同程度に
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生虐、地の空間的広がりをもっている事がわかった.現在までの吉野川河口域の調査から,
シオマネキは,河日から14 5klln遡 った第十堰までの汽水域のうち,lo 5kmの 地点までそ
の生迎、が確認できた。スナガニ類の分布については,底質や潮位高等の環境要因との関連
が1ヒ較検討されている (和 田・上屋,1975).ま た,シ オマネキとハクセンシオマネキの

生治、場所の底質については,含泥量に違いがあるとされている (中野ほか,1997).吉野
川におけるシオマネキとハクセンシオマネキの分布を比較してみると,両種は,底質の違
いによって棲み分けており,底質表面の外観から, シオマネキは泥質の場所に,ハ クセン

シオマネキは砂泥質の場所に生迎、する傾向がみられた。また,古野川河口域における両種
の分布 (Fig 3)を ヨシの分布 (Fig 12)と 対応させてみると,両種ともに, ヨシ原の分

布とよく対応していることがわかる。このうち,ハクセンシオマネキが生′白、している場所
は, ヨシが生えていない所や, ヨシから離れた所もあったが,シ オマネキは, ヨシ原がよ

く発達している地域に分布が偏つていた。

シオマネキの生虐、分布について見ると,住吉干潟は,吉野川河日域の他の生虐、場所に比
べて,密度と生虐、場所の広がりの点で,最 も充実している生息地である。ここでは底生動

物が豊富で,魚類ではトビハゼが非常に多く,四国で初めてタビラクチが報告された (佐

藤・藍澤,1992).タ ビラクチは軟泥質に, シオマネキは泥質の所に生′中、し,住古干潟は

両種にとって良好な泥質の干潟環境であると言える.し かし,最近の表層の外観を見ると,

砂質の部分が広がってきたように見うけられる。住古千潟におけるハクセンシオマネキの

3年間の分布調査結果から,1996年 の/1虐、数が高密度で, しかも,分布範囲が広がつてい

た。この原因として,ハ クセンシオマネキの個体群のもつ年次変動,底質の砂質化,塩分

濃度などの他の環境要因の変化などが考えられるが,今後の調企の課題としたい.

わが国の干潟環境は危機的な状 |)ι にあり,影響を及ぼしている人為的要因として,人工

護岸,富栄養化,汚染,赤土の流人,浚渫,河口堰の建設,海砂の搬入,過乗|な利用,帰

化生物の進入などが複合的に作用している事が指摘されている (和田ほか,1996).最 近 ,

吉野川では,河日干潟の真上に架かる2本の道路橋の建設や第十堰の可動l医建設や河口部

人]:島の埋め立て工事などの複数の大きな開発計画が進め弓れ,干潟を含む河
「
1生態系ヘ

Fig. 12. Occurrence of the reed malsh in thc Yoshino RiverEstuary
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の影響が急速に進む事が懸念されている.吉野川の汽水域に点在する干潟の規模は比較的

小さく,開発などの人工的な環境破壊に対して,強い回復能力をもっているとは考えにく

い .

徳島県内の勝浦川,園瀬川や那賀川におけるシオマネキの分布域は,小規模であり,吉

野川ほどの広がりはないが,そ の周辺はやはり, ヨシ原が残っており,シ オマネキの分布

にとってヨシ原などの塩生植物の存在の重要性がここでも示唆される。また,勝浦川のヨ

シ原から全国的に絶減寸前とされているヒロクチカノコが確認されていることも (和 田ほ

か,1996),吉野川周辺の徳島県の千潟の自然度の高さを示している.吉野川の周 りにあ

るこういったシオマネキの個体群は,吉野川の個体群が激減した場合の新たな加入源とし

てその存在意義は大きいと考えられる.吉野川は,他の河川に比べて,干潟やヨシ原面積 ,

シオマネキの分布が広いという点で,貴重である.
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